
国 住 指 第 １ 号

平成26年４月１日

各都道府県建築行政主務部長 殿

国土交通省住宅局建築指導課長

建築基準法第３条第１項第３号の規定の運用等について（技術的助言）

建築基準法（昭和25年法律第201号。以下「法」という ）第３条第１項第。

３号の規定により、文化財保護法（昭和25年法律第214号）第182条第２項の条

例その他の条例の定めるところにより現状変更の規制及び保存のための措置が

講じられている指定文化財等のほか、古民家、武家屋敷、庄屋等の歴史的建築

物であって、特定行政庁が建築審査会の同意を得て指定したものについては、

法並びにこれに基づく命令及び条例の規定は適用しないこととされており 都、「

市計画法及び建築基準法の一部の改正等について （平成５年６月25日付け都」

計発第90号事務次官通知 「都市計画法及び建築基準法の一部を改正する法）、

律等の施行について （平成５年６月25日付け住指発第224号住宅局長通知）」

及び 都市計画法及び建築基準法の一部を改正する法律等の施行について 平「 」（

成５年６月25日付住指発第225号・住街発第94号建築指導課長・市街地建築課

長通知）においてこの扱いを定めているところである。

今般 「国家戦略特区における規制改革事項等の検討方針 （平成25年10月、 」

18日 日本経済再生本部決定 （別紙１）を踏まえ、古民家等の歴史的建築物）

の保存活用に向け、制度の円滑化を図る観点から、法第３条第１項第３号の規

定の運用に関して、下記のとおり通知する。

なお、今回の措置を有効に活用していただくため、本規定の適用の考え方に

、 。ついて疑問があれば 国土交通省住宅局建築指導課に対しご相談いただきたい

また、今後、全国で実施された本規定の適用事例を収集し全国に情報提供す

る予定であるので、事例提供にご協力いただくとともに、条例が定められた場

合にあっては、その内容、手続き等について国土交通省住宅局建築指導課まで

ご報告いただくようお願いする。



貴職におかれては、貴管内の地方公共団体に対してもこの旨周知いただくよ

うお願いする。なお、本通知は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第245条

の４第１項の規定に基づく技術的助言であることを申し添える。

記

１．法第３条第１項第３号の規定の適用に当たっては、歴史的建築物の保存活

用が円滑に進むよう、地方公共団体が建築審査会の同意のための基準（以下

「同意基準」という ）を定め、当該同意基準についてあらかじめ建築審査。

会の包括的な了承を得ることにより、別途、地方公共団体に設ける歴史的建

築物の保存活用や構造安全性に詳しい者等により構成される委員会等におい

て個別の歴史的建築物について同意基準に適合することが認められた場合に

あっては、建築審査会の個別の審査を経ずに、建築審査会の同意があったも

のとみなすことができること。

２．建築審査会における同意基準の策定に当たっては、地域における歴史的建

築物の実情や要望、歴史的建築物の保存活用や構造安全性に詳しい者等の意

見を十分踏まえて対応すること。

また、同意基準の内容としては、次のような事項を定めることが考えられ

ること。

ⅰ）条例で定められた現状変更の規制及び保存のための措置が講じられ

ていること。

ⅱ）建築物の構法、利用形態、維持管理条件、周辺環境等に応じ、地震

時等の構造安全性の確保に配慮されていること。

ⅲ）防火上支障がないよう、出火防止、火災拡大防止、近隣への延焼防

止及び消防活動の円滑性の確保に配慮されていること。

ⅳ）在館者の避難安全性の確保に配慮されていること。

３．条例を定める地方公共団体が特定行政庁でない場合、特定行政庁である都

道府県知事は、当該地方公共団体の意向を十分踏まえ対応すること。

なお、条例を定める地方公共団体が、特定行政庁である場合と特定行政庁

でない場合のそれぞれの手続きの流れについて、別紙２のとおり整理したの

で参考にされたい。







【条例を定める地方公共団体が特定行政庁である場合】 【条例を定める地方公共団体が特定行政庁でない場合】
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【同意基準の例】

ⅰ）条例で定められた現状変更の規制及び保存のための措置が講じられていること。
ⅱ）建築物の構法、利用形態、維持管理条件、周辺環境等に応じ、地震時等の構造安全性の確保に配慮されていること。
ⅲ）防火上支障がないよう、出火防止、火災拡大防止、近隣への延焼防止及び消防活動の円滑性の確保に配慮されていること。
ⅳ）在館者の避難安全性の確保に配慮されていること。
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